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（NPO 法人 Teach For Japan 代表 松田 悠介） 
2. 背景 
これは、私が、教師スタッフとして、参加していた教育系 NPO 法人「Teach For Japan」の代














べくアメリカの大学院に留学されました。そこで出会ったのが、Teach for America（TFA）です。 
 TFA は、アメリカで、教育格差の進む貧困地域や、教育課題が山積の国内公学校に、アメリカ
国内の優秀な学部卒業生や若年層の社会人を２年間常勤講師として派遣するプログラムを実施し
ている非営利組織です。松田さんは現在、日本において、このモデルを実現させるべく、活動さ
れています。 
3. 考察 
私は、TFJ が開催した学習支援事業において、松田さんからこの言葉を聞きました。この言葉
が強く印象に残った理由は、私自身、小中時代、周囲に、低学力に悩む友人がたくさんおり、彼
らが学力の向上が見られないまま、狭い選択範囲での進路決定を行っていく様子を見てきた為で
す。しかし、そういったことを自分自身、問題として強く認識するまでには至ってはいませんで
した。この言葉を聞き、問題を問題であるとして認識することが、いかに難しいのかということ
に気付かされ、自分も、問題を見て見ぬふりをするのではなく、立ち向かえる人間になりたいと
思うようになりました。 
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